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and Kishino（1989），Kishino and Hasegawa（1989）），この解析から従来の説が棄却できるほ
どに強力な証拠ではたい．
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             時系列解析統合ソフトウェアの研究
                                    北 川 源四郎
 状態空間モデルの利用によって多くの時系列モデルを統一的に取り扱うことができる．とくに線形ガ
ウス型の状態空間モデルに対しては，カルマンフィルターの利用によりモデルの尤度計算，状態推定だ
とが容易に実現できることから，時系列解析のための統一的なソフトウェアの開発が可能とたる．
 線形ガウス型モデルの利用によって，定常モデルの最尤推定，長期予測，欠測値の補間，非定常時系
列の季節調整，時変スペクトルの推定，信号抽出などが可能となる．
 数値計算により実現される非線形非ガウス型状態空間モデルの状態推定の平滑化公式を利用すれば，
構造変化，パラメータのジャンプや異常値の検出，非ガウス型季節調整，ピリオドグラムの平滑化，離
散系列の平滑化，非線形システムの解析などが可能とたる．
 非ガウス型状態空間モデルの平滑化に対しては，二方向のフィルタリングにもとづく次の公式が得ら
れた．
              力（κ、1ム）㏄力（κ、1γ。）力（γ”十工1κ、）
ただし，γ”≡ly・，．．．，ツ、｝，γ州≡｛y、・・，．、．，ハ｝で，右辺第2項の長期予測尤度は逆方向のフィルタリ
ング
             カ（γM1州）＝力（〃1舳）
力（γη・・1ル）一∫力（舳1ル）力（γη・・1伽・！）・ル・・
             力（γ”1κ。）＝力（y，1κ。）力（γn＋11κ。）
により計算できる．この公武は割り算を含まないことから，従来の公式より安定で，ガウス和近似への利
用も考えられる．さらに，この公式から，平滑化のためには力（κ、1γ”）からん、。1の事前分布力（κ、。、1γ、）
を定める手続きさえ定めればよいことがわかる．この新しいモデル構成法を用いれば，数値的平滑化法
において最も計算量を要するコンボリューションの計算をさけることができる．
